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１．はじめに 

 コンクリート材料は，工場から出荷される硬化前のフレッシ

ュコンクリートの段階での品質に加え，現場で施工される条件

（適切な運搬，締固め，養生，および環境条件）により完成後

の品質が大きく左右される．近年，大型工事等では ICT 機器を

利用した高度な施工管理法が開発されつつあるが，地方におけ

る中小規模の工事では未だ技能者の技量に依るところが大き

い．施工の基本事項の遵守が硬化後のコンクリートの品質を向

上させることが示されており 1)，現在，施工状況把握チェック

シートを活用した品質確保手法が広く行われている 2)． 

 コンクリートの打込みにおいては，現場管理者，コンクリー

ト圧送技士，ポンプ圧送作業員，バイブレータ作業員等の多く

の人員が関与する．個々の作業員の技量向上も必要とする．日

頃の技量向上や関係者個々の技量向上に加え，事前の関係者間

での綿密な打合せは欠かせない．ただし，実際に施工が始まる

と想定外の事態により事前の計画を修正する必要も生じるた

め，臨機応変の施工体制変更も必要とされる． 

 事後にコンクリート施工の過程を振返り，次のリフトの打込みや将来の同種形状の施工に役立てるために

は，視覚的なデータを残しておくことが望ましい．そこで，簡易に動画撮影を行える市販の装置を現場に導入

し，その有効性について検討を行った内容について述べる． 

２．構造物の諸元と撮影手法 

 対象とする構造物は香川県内の河川に構築する取水堰であり，ゴム引布製起伏堰の底版コンクリートの打

込みを対象とした．これは幅 32.5m，長さ 16.5m の底版コンクリートを構築するもので，河川内を矢板で仕切

り，1 回目は左岸側（中央堰柱部を含む幅 18.5m）を，2 回目は右岸側（幅 14.0m）を計 2 回に分けて施工す

る．1 回目は 2 月の冬期の施工であり，打込み量 408m3 のため

上流側と下流側の 2 区画に分け 2 台のポンプ車で同時に（図 2），

2 回目は 11 月の施工で打込み量 308m3をポンプ車 1 台で施工し

た．底版の高さは 1.28～1.40m であり，1 層の高さは 50cm 程度

で 3 層に分けて打込み，打重ね時間が 150 分内に収まるように

施工計画を立てている．配合は 24-12-20BB で，特に 1 回目は 2

月の冬期施工であり最低気温が 0 度に近くなり，打込時および

均し時のブリーディング水の増加が懸念された．2 回目は気温

も高く，最低気温が 10 度程度であった。コンクリートの打込み

は 1 回目は 9 時間程度，2 回目は 7 時間程度の計画とした． 

 
図 1 施工状況把握チェックシート 

 

図 2 現場全景とカメラ設置位置（1 回目） 

カメラ B 
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右岸側 
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 現場撮影に使用した機材の仕様と設定内容を表 1 に示す．静止画

で撮影するタイムラプスカメラ 3 台で，コンクリート施工の全景お

よびポンプ車 1 台ごとの配車状況を鉄筋の配筋から養生完了まで全

期間撮影した．打込みを近接で動画撮影する 360 度カメラを 2 台設

置し，打込みの開始から終了まで撮影した．ビデオ機材の選定につ

いては，主目的とする筒先やバイブレータの状況を固定カメラで詳

細に把握すること，同時に現場の全体を把握すること，を考慮して

360 度カメラを選定した（図 3）．底版コンクリート自体には高所足

場はないものの，図 4 のように堰柱部の鋼材上にカメラを設置した．

撮影された 360 度画像は，任意の全方向に視野を向けたり，拡大縮

小をして同時に複数の作業を確認することができる．例えば，図 5(a)

では図 4 で実際に撮影され打込み区画を示し，方向や拡大率を変え

ると(b)のようにポンプ車との関係や(c)のカメラ直下に近い部位の

状況も見ることもできる． 

３．動画による振返りと改善 

 撮影した動画は，施工者による振返りに役立てることができる．

例えば，1 回目の打込み状況を振り返り，特にホース筒先とバイブ

レータの位置関係やバイブレータによる締固め方法，および打重ね

時間について精緻に確認することができた．2 回目の打込み計画に

際しては，一方向への片押しだけではブリーディング水が型枠に集

まりやすくなるためホース筒先の移動経路を見直したり，ホースか

ら排出されたコンクリートが先流れしにくいようなバイブレータ

をかけるタイミングとホース筒先との位置関係について，記憶や感

覚ではなく実際の映像から認識し，根拠をもった振返りや改善指示

として行うことができた。 
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図 3 使用した 360 度カメラ 

  

図 4 カメラ B の設置位置 

 

(a) 打込み区画全景の確認 

 

(b)ポンプ車との関係を確認 

 

(c)型枠の端方向を確認(下方向の画角) 

図 5 カメラ B で撮影した画像 

約 3.5m 

カメラ B 

表 1 機材の仕様と使用した設定内容 
 360 度カメラ タイムラプスカメラ 

撮影方法 動画（30fps）（音声有） 
静止画（打込時は 1fps）
（音声無） 

解像度 5376×2688 pixel 1280×720 pixel 
撮影画角 360 度（全天球） 140 度 
データ容量 約 28GB/時間 約 0.7GB/時間 

バッテリー 
内蔵：1 時間 
20000mAh の外付け USB バ
ッテリーで 10 時間程度 

単 3 電池 4 本 

防滴性 
内蔵バッテリー時：有 
外付バッテリー時：端子が
露出するため無 

専用の防水ケースを使用 

連続運転 
通常期と冬期に 10 時間の
連続録画しても熱暴走が無
いことを実際に確認済み 

問題なし 
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